お 銀 様 は 今、 竜 之 助の ために 甲 陽 軍艦の 一 冊 を 読み 

はじめました。 

それがし かう さかだん じ やう ひくわん 

「 某 は 高 坂 弾 正と 申して、 信 玄公被 管の 内に て 

しもじも わらべ こ 

一 の 臆病者 也、 仔細 は 下々 にて 童子 どもの ざれごと 

ほしな ゃリ にげ 

に、 保 科 弾 正繾弾 正、 高 坂 弾 正 逃 弾 正と 申しなら は 

力す 力お ほす み 

すげ に 候、 我等が 元来 を 申す に、 父 は 春日大 隅と て 

…：- J 

ほん 

それ は 巻の 二の 品の 第五 を、 はじめから、 お 銀 様 は 

ス ラスラと 読みました。 



あって、 引導の 坊さんが この 戒名 を択ん だの だか、 そ 

の 気 も 知れない と 思いました。 

それが お 銀 様に とって は、 単に 文字の 示す 悪い 意味 

の 不快な 感じ だけで は 留まりませんでした。 悪女！ 

お 銀 様 は むらむらとして、 ここにまで 自分 を 見せつ け 

い きど お 

られる 憤 りから 忍ぶ ことができな いものの ようです _ 

けれども、 この 位牌 はお 銀 様に 見せつ ける ために 置か 

れ たもので ない こと は、 その 木の 肌 を 見ても、 墨の 色 

を 見ても わかる ことであります。 

お 銀 様が ここへ 来る ずっと 前から、 たった 一 つ、 こ 

うして ここに 置かれて あつたの だとい うこと も、 いか 



たくま 

に 逞しい 邪推 を 以て 見ても それ は 疑えない ので あり 

ま ^9 

お 銀 様 は、 悪女の 文字から 来る 不快と 悪感と を こら 

えて、 そのこと は 竜 之 助に 向って 一 言 も 言いません。 

せ つ かくの 椿の 花 を 拾い上げて、 わざと 後向きに 花 立 

へ 差して、 仏壇の 扉 を 締めてし まいました。 

その 晚 のこと、 お 銀 様 は 竜 之 助 を 慰める ために 話の 

種の 一 つと して、 ふと、 この こと を 言い出す 気になつ 

て、 

「そこにお 仏壇が あります る、 その 中に、 妙な 戒名 を 

書いた お 位牌が たった 一 つ だけ 入れて ありました、 何 



「そんなら ば、 もう 一 度 見て 参りましょう」 

あいまい たち 

お 銀 様 は それ を 曖昧に 済ます ことができない 性質で 

す。 立って 仏壇 を あけて 見ました けれども、 仏壇の 中 

は 暗く ありました。 

「それ ごらん あそばせ、 悪女」 

取り出し てよ いもの か 悪い もの か 懸念 をしながら、 

お 銀 様 は 自説の 誤らない こと を 保証す るた めに、 行燈 

の 光まで その 位牌 を 持ち出しました。 

「確かに 悪女？ そうして 裏に は …… 」 

竜 之 助に 言われて、 お 銀 様が 位牌の 裏 を 返して 見る 

と、 そこに は 「二十 一、 酉の 女」 と 記して ありました- 



その 翌朝、 竜 之 助 は、 お 銀 様に 手 を 引かれて、 小 泉 

家の 裏山へ 上りました。 

径を迪 つて 丘陵の 上まで 来る と、 そこに 思いが け 

なく 墓地が ありました。 林に 囲まれた 芝地の 広い 間に 

どまんじゅう 

は、 多くの 石塔と いくつかの 土饅頭が 築かれて ありま 

した。 墓地で はあった けれども、 そこ は 日当り がよく 

て 眺めが よい。 そこから 眺める と 目の 下に、 笛吹 川 沿 

岸の 峡 東の 村々 が 手に 取る ように 見えます。 その 笛吹 

川 沿岸の 村々 を 隔てて、 甲 武^ ケ 岳から 例の 大 菩薩 嶺、 

小金 沢、 笹子、 御坂、 富士の 方まで が、 前面に 大屛風 



持に なりました。 寝て いた 机 竜 之 助 は、 何 を 思った か、 

むつく リと頭 を 上げて 起き直り、 

「お 銀 どの」 

「はい」 

「あの、 ここ は 何 村と いうので あつたかな」 

-P わた 

「ここ は 東 山 梨の 八幡 村」 

「東 山 梨の 八幡 村？」 

おおあざ えそ はら 

「八幡 村の 大字 は 江 曾 原と 申す ところで ございます」 

「八幡 村の 江 曾 原！」 

竜 之 助が いま 改めて それ を 聞く の は あまりに 事が 改 

まり 過ぎる。 ここへ 来てから も 相当の 日数が あるの だ 



箕を 抱えた ままで 振 返る と、 そこに 真黒い 人影が、 

い つ ぱいに 立ちはだか つてい るの を 見ました。 

「物 を 尋ねたい」 

「はい」 

女 は ヮナヮ ナと慄 えました。 

女 は ヮナヮ ナと慄 えて、 立って いられな いために 地 

すく えんぴ 

面へ 竦んで しまおう とした 時に、 竜 之 助 は 右の 猿臂 を 

伸ばして、 女の 首筋 を 抱えて しまいました。 

「あれ！」 

と 叫ぶ 口 を、 竜 之 助 は 無雑 作に 押えて しまいました。 

ち-つもう 

女 は 箕を取 落して、 そこら 一 面に 濛々 と 粉が 散乱し ま 



した。 

「まだお 火が あります から」 

とお 銀 様 は 火鉢の 灰 を搔き 起しました。 

「お 銀 どの」 

竜 之 助 はう まそう に、 水 を 一杯 飲んで しまつてから 

「紙が あった はず、 それから 筆と 墨と」 

「何 かお 書きな さるの」 

お 銀 様 は 竜 之 助の 請求 を 怪しみながら も、 手近の 

すず リ ， J 

硯 箱と 一 帖の 紙と を 取 寄せて 机の 上に 載せながら、 

「わたしが 書いて 上げましょう、 用向き を おっしゃつ 

て 下さい」 



「ええと、 その 紙で 帳面 を こしらえても らいたい、 半 

ぎゃくと じ 

紙 を 横に 折って 長く 逆 綴 にしても らいたい」 

「墦 (に 折つ て 長く 逆缀 に？ そうして 何に する ので) J 

ざ います」 

お 銀 様 は、 竜 之 助に 頼まれた 通りに 帳面 を こしらえ 

始めました。 紙撚 をよ つて それ を 綴じてし まって 机の 

上 へ 置き、 

「逆 綴と いうの は、 これ はお 葬い やなに かの 時に する 

もので ございましよう」 

「死んだ 人へ 供養の ためにす るの じ や」 

「供養の ために？」 



「あの 十八になる 村の 娘さんと、 道で 行き あうよう な 

ことはありませんでした ろうね」 

「 ま ま ま ま II 

竜 之 助 は 笑いました。 何の 意味 ある 笑い 方であった 

か、 お 銀 様に は 少しも わかりませんでした。 

「ああ 怖ろ しい」 

お 銀 様 は 総身へ 水 を かけられた ようになりました。 

竜 之 助はク ルリと 背 を 向けて 返事 をし ませんで した。 

ぎょうそう 

お 銀 様 は 怖ろ しい 形相 をして、 寝返り を 打った 竜 

之 助の 後ろ姿と、 それから、 自分が 昨夜、 怪しみな が 

らも 竜 之 助に 言い つけられた 通り を 書いた 帳面 を 見 比 



ベて いました が、 やがて、 荒々 しく 立って 竜 之 助 を 揺 

リ 起して、 その 帳面 を 見えない 眼 先へ 突きつ けて、 

「左の 乳の 下 …… かわいそうに、 罪 もない 村の 娘さん 

えぐ ほり 

の 左の 乳の 下 を 抉って 殺して、 お 濠と やらへ 投げ込ん 

だの は あなたで ございましよう、 ナゼ あなた は、 その 

ような こと をなさい ました、 そのような こと をし なけ 

れ ばなら ない というの はどうし たわけで ございます、 

そうして おいて 帰って来て、 わたしに この 帳面 を 書か 

せようと は、 そり やま あ 何とい う 仕様で， > J ざいます」 

「それ は 今に 始まった ことで はない」 

と 竜 之 助 は 一一 一一 n いました。 そう 言 いながら 起き 上り まし 



しま 

「いっか そういう 時 もあろう、 その 帳面の いちばん 終 

いへ、 お前の 名 を 書いて 歳 を 入れずに おくが よい」 

「ああ、 わたし は 地獄へ 引き落さ れて 行く ので ござい 

ます」 

「地獄の 道づれ がいや か」 

-L や お う 

「否と 言つ て も応と 言つ て も、 こうな つ たから は 仕方 

が ございませぬ、 わたし はどうし たらよう ございま 

しょう」 

「なんと 言っても 甲 州の 天地 は 狭い から、 ともかくも 

これから 江戸へ 行く のじ や、 おそらく お前 は 生涯、 拙 

者の 面倒 を 見なければ なるまい」 



う 言いました。 

かたきうち 

「わし は その 敵 討と いうの が 大嫌い じ や」 

兵馬 は 和尚の その 言葉に、 平らか なること を 得 ませ 

ん でした。 

「しからば 悪人 を、 いつまでも そのままに 置いて よろ 

しレ 力」 

「よろしい」 

なんじ ゆ-つ 

「それが ために 善人が 苦しめられ、 罪な き 者が 難渋 し、 

人の 道 は 廃り、 武士道が 亡びても 苦しう ござらぬ か」 

「苦しう ござらぬ」 

「これ は 意外な 仰せ を 承る」 



よ い 相手で あると さえ 思わせられないで はありません- 

もし、 ここの 和尚が 言った ように、 敵 を 討つ ことが 

ばかばかしい ことで あると するならば、 この 方法 を 

取って、 なるべく 長く 生きる のが 賢い 方法であって、 

その 方法 はいくら でも ある こと を、 兵馬 は 無意味に 考 

えさせられました。 

お 松の 心 はすで に、 そうな つてい ると さえ、 兵馬に 

は 想像され るので あります。 「いっそ、 命 を 的の 敵 討 

など はやめにして …… お前と 一 緒に 末長く 暮 そうか」 

「それ は、 本当で ございま すか」 そう 言って お 松の 赧ら 

かお と 

む 面が 眼に 見える ようです。 お 松の内 心で は、 疾 うか 



かと 情けなく もなります。 溺れる 心 はない が、 今の 自 

かりそめ 

分 もや はりお 松と いう 女に、 苟且ながら 引かれて 来た 

こと を 思う と、 そこに も 情けない ものが あるよう です _ 

あたか 

恰もよ し、 この 時、 兵馬の 空想 を 破る ものが 足 許から 

起って 来ました。 

恰もよ し、 と は 言う けれども、 実際 それ は 善かった 

か 悪かった か は 疑問であります。 

兵馬の 足 許に 現われた 黒い 物 は、 ムク 犬であります _ 

「ム ク」 

兵馬 は 低い 声で その 名 を 呼んで 頭 を 撫でました。 ム 

クは尾 を 振って 喜びました。 



ひと まじわ 

娘 だとい う 噂であります。 あれ は 人交りの できぬ 素 

あざむ ちょうあい 

性の 者で あるに 拘ら ず、 能 登 守 を 欺いて、 その 寵愛 

けが おうちゃく 

を ほしいままに している 汚らわしい 女、 横着な 女と 

いう 評判が 立って いる ことであります。 

それと 共に、 能 登 守と もあろう 者が、 ほいとの 娘 を 

寵愛して 鼻毛 を 読まれて いると は、 さてさて 思いが け 

ない 馬鹿 殿様と いう 噂 も、 折 助 ども やなに かの 間に 

立って いる ことです。 

これ は 単に 噂 だけと しても 容易な 噂ではありません _ 

お 君と 併せて 能 登 守の 生涯 を 葬る に 足る 噂です。 

この場合に、 自分と して はどうい う 処置 を 取って い 



「いいえ」 

お 松 は 見られて 煙たい ような 心 持です。 

「お 長屋へ あの 乳 呑 子 を 見に 行く と 言って おいて、 お 

前 は 時々、 駒 井 様のお 邸へ 遊びに 行く そうな」 

「左様な こと は) J ざり ませぬ」 

この 時 もお 松 は、 しどろ もどろ な 打消し を 試み まし 

たけれ ど、 その 打消し は 自分ながら、 まずい もの だと 

思わない わけに は ゆきません。 

「あって はなり ませぬ、 あのお 邸へ 遊びに 行く こと は、 

お前の ためにな り ませぬ 故、 これから さしとめ まする」 

お 絹の 口から、 キッ パリと さしとめの 言葉が 出 まし 



しいと こうおつ しゃる から、 わたし はどうし ようか、 

今お 前 を 呼んだ の は、 そのこと を 相談して みたい から 

…：- J 

ようやく ここへ 来て、 お 松 を 呼び寄せた 相談の 緒 

が 開かれた ので ありました。 お 松 は それ どころ ではな 

いのであります。 お 松が ソヮ ソヮ とする の を、 これ は 

駒 井の 邸へ 密と 行きたい からで あろうと 見て取つ たお 

絹 は、 わざと 話 を 長く して、 意見の ような、 教誡 のよ 

うな、 お 為 ごかし のよう な こと を 言って、 お 松に 席 を 

立た せまいと する のであります。 

むしろ 

お 松 は 針の 莛に 坐って いるよう にして、 それ を 聞 



お信じに ならぬ、 では 何で ござ いまし ようとお 尋ねす 

ると、 ただ 笑って おいでな さる」 

「殿様 は 鉄砲の 名人で いらっしゃ るから、 殿様の 狙い 

で、 あれ を 撃ち 落して ごらんに なれば、 直ぐに ェ タイ 

が 知れる で > J ざり ま しょう」 

こんな こと を 話し合って いました。 

その 中へ 入って 行った けれども、 ムク 犬の 附 いてい 

る ことと、 常に 奥へ 出入 リ する ことに 慣れて いるお 松 

のこと でした から、 誰も 咎める ものはありません。 

僧体 をした 宇津木 兵馬 は、 神 尾の 邸の 裏に 待って い 



あれ だ、 能 登 守の 疑問の 提灯に 対する 解釈 は あれ だ 

と、 兵馬 は 少なからぬ 好奇心 を 加えました。 

つ つ さき 

能 登 守 は 聞 ゆる 射撃の 名人。 あの 銃口に 提灯の 疑問 

が 破られて、 同時に、 巿 民の 迷信が 解かれる の だと、 

力た す 

兵馬 は 頼もしく 思って 固 唾 を 飲みました。 

鉄砲 を 取り直して 構えた 能 登 守の 姿勢 は 無雑 作に 見 

ごうぜん 

えました。 暫 らくして 轟然と 一 発！ 

兵馬 は 天守 台の 櫓の 屋根の 上から、 疑問の 提灯が 

切って 落した ように 真 一 文字に 直下す るの を 見ました _ 

しかも 直下す る 途中で 提灯の 体へ 火が ついた から、 

きゅうじん 

一団の 火の玉が 九仞の 底に 落 つるような 光景 を、 兵 



ひ 3 

神 尾 主 膳 は、 焼けた 提灯 を 捻くり 廻しながら こう 言 

いました。 

神 尾 主 膳の この 発言 は 無遠慮に 聞え ました。 列座の 

誰 を も 不愉快に 感じさせました けれど、 その 言う こと 

に は 筋道が ありました。 神 尾が いま 並べた ような こと 

おちど 

は、 その 一 つが あっても、 役人の 重き 越度と 言わな け 

れば なりません。 神 尾 とても その 責め を 分つべき 勤番 

のうちの 上席の 方の 身分で ありながら、 それ を この 席 

へ 持ち出す という こと は、 あまりに 無遠慮で あると 思 

いました。 

おさ 

太 田筑前 守が それ を 抑えな いのも 気の 知れない こと 



座長ぶ り もまた、 気の 知れない ものであります。 筑前 

守の 態度 は、 神 尾に 言 うだけ のこと を 言 わせて しまお 

うとい う 態度の ように 見える ことであります。 その 無 

礼と 無作法と を 黙認して いる ことのよ うに 見える こと 

であります。 

筑前 守の- J の 煮え切らない 座長ぶ り は、 自然に 神 尾 

の 無作法 を 嗜 める 責任が 駒 井能 登 守の 手に 落ちて 来 

るよう になり ました。 上席の 責任 上、 こういう こと を 

神 尾 一人に 言わして おくの は、 その 威厳に も かかる し、 

列席の 不愉快 を 招く ことが 大きい のであります。 やむ 

やお も C 

, J と なく 駒 井能 登 守が 、 神 尾 主 膳の 矢 表に 立つ ことに 



なりました。 

ごもつ と 

「神 尾 殿、 貴殿の 御意 見 は 一 応 御尤も なれ ど、 それで 

はどう やら この 甲府 城内の 上流の 者に、 風儀 を 乱す も 

ききぐ る かど 

のが あるよう に 聞え て 甚だ 聞 苦しい、 角の 立たぬ よう 

に、 御意 見の あると ころ だけ を 述べ て 欲しい もの じ や」 

駒 井能 登 守から こうい われた の を 機会に、 神 尾 主 膳 

は、 能 登 守の 方へ 向いて 正面 を 切りました。 

「 ァ J れは御 支配の 駒 井 殿、 お 言葉な が ら 拙者 は 元来、 

礼に 嫻 わぬ 男、 ついつ いお 気に 触る ような こと を 申さ 

ぬと も 限らぬ、 これと いう も 城内の 士分の 風儀 を 重ん 

ずる 心から 致す こと、 別意 あつ ての ことで は ござらぬ 



「列席のお のおの 方に もさ だめて お聞き づ らい ことで 

ござろう けれど、 さいぜん も 申す 通リ、 これ を 聞 捨て 

に 致し 見捨てに 致す 時 は、 我々 旗本の 名誉が 地に 落つ 

る、 それ 故、 言い難き を 忍んで 申し上げる、 おのおの 

にもお 聞 きづら きを 忍んで お聞き 下された い。 さて、 

御 支配、 駒 井 殿、 ここで それ を 申しても 苦しう ござり 

ま すま レカ」 

もちろん 

「勿論の こと、 旗本の 名誉が 地に 落つ ると いう ほどの 

重大 事なら ば、 誰に 遠慮 も 要らぬ、 明白に 承りたい」 

「しからば 申し上げる、 近頃、 この 城 中の 重き 役人に 

て、 身分 違いの 女 を 愛する 者が ある やに 専，. らの 噂」 



仮り に ほいと 賤 人の 女 を 取って 妻妾と なし、 それにう 

つ つ を 抜かして 世の 人に 後ろ指 ささる るよう な ことが 

あらば、 それが 家庭の 一 小事で 済まされよ うや、 また 

しもじも 

左様な 人物が 上に 立つ 時に、 いかで 下々 の 侮りが なく 

て 済もう や、 これが 一 大事で なければ、 もはや 武士と 

ほいと 賤 人との 区別 はない、 士 風の 根本が 崩れ 申す」 

おもて 

神 尾 主 膳 は、 駒 井能 登 守の 面 を 見つめました。 「こ 

れ でも か」 という 表情と 冷笑と、 それから 勝ち誇った 

みなぎ 

ような 下劣な 得意と を 満面に 漲 らせ ていました。 

列席の 者 は、 神 尾の 言い分の 道理 ある やなき やの 問 

題で はなく、 その 言う ことに 不决を 感じて #1 に 堪えら 



聞く に 堪えない 者が 多くな つて、 雲行きが 穏か でない 

の を、 太 田筑前 守が、 この 時に なって ようやく 調停が 

ましき 口 を 利き 出しました。 

今ごろに な つ て 調停が ましい 口 を 利き 出す なぞ は、 

かなり ばかばかしい ことであります。 

気の毒な ことに 駒 井能 登 守 は、 すっかり 彼等が 企み 

わな 

の 罠に かかって しまいました。 ここに 至る までに は 一 

から 十まで 企みに 企んで あった 仕掛 を、 能 登 守 は 一 つ 

さと 

も覚る ことなくし てこの 場に 身 を 置く ようにな つたの 

は、 返す返す も 気の毒な ことであります。 

太 田 筑前守 は 程よ く - J の 会議 を 切上げる 挨拶 を 述べ 、 



うま 

の 女 だから、 旨い 物 を 食って、 いい 着物 を 着せて 貰い 

さえ すれば、 殿様で あろうと、 折 助で あろうと、 誰で 

も 相手に する 女郎と 同じ ことの 女 を 寵愛して お 部屋 様 

に 引上げ、 それが ために 家門 を 潰す ような ことにまで 

なる の は、 お気の毒と は 言いながら、 よっぽど おめで 

くちぎたな 

たく 出来て いる 殿様 だと ロ穢く 罵る 者 も ありました。 

殊に 例の 折 助 社会に 至って は、 こんな こと は 待って い 

しゅうろう 

ましたと いう 程に 喜ばしい 出来事で、 あらゆる 醜陋 

と 下劣の 言葉で、 皮肉と 嘲弄の 材料に していました。 

あんばい 

こんな 塩梅で、 士分の 間に も、 町民の 間に も、 能 登 

守に 同 11 を 寄せる 者 は 一 人 も なくなって しまいました _ 



ベく うまく 食べようと 思って、 わざわざ 途中で 休んで 

水 を 汲みに 行った ものであります。 その 取って置きの 

ご ま 

ニ箇の 握飯、 しかも 胡麻の ついた 大きな のが、 わずか 

の 間に 消えて なくなつ ていたの だから、 さすがの 米 友 

も 力 を 落さない わけに は ゆきません。 

さしよ-つ 

しかし、 来 友の 気象と して、 一 時 は 力 を 落しても、 

そのまま 引 込んで いる こと はで きないので あります。 

「太え 奴 だ、 誰が 盗り やが つた、 人の 大切の 胡麻の つ 

むすび 

いた 握飯 を 盗んだ 奴 は どこに いる、 こっち は 嫌で 残し 

ておい たんじ やねえ や、 これから 水 を 1 杯 飲みながら、 

うま 

旨く 食べようと 思って 取って 置い たんだ、 それ を 持主 



ぬ ことで も あり、 ことに その 傍に は、 ほかに 荷物 を 入 

れた 風呂敷 包 も あれば、 笠 や 杖 も あるのに、 それらに 

は 眼 も 触れないで、 握飯 だけ を 取って 行って しまった 

く 、， し，. P まう 

の は、 よほど 食 辛 棒の 泥棒 か、 そうでなければ、 飢え 

しわざ 

に 迫っての 旅人の 仕業と しか 思われな いのであります。 

そのい ずれに しても、 この 僅かの 間に それ をせ しめる 

しゃく 

というの は、 敏捷 を 以て 誇りと する 米 友に は、 癩な芸 

当で あると 思いました から、 米 友 は、 一旦 は 怒って、 

むな なきがら 

それから 後 は 空しく 竹の 皮の 亡骸 を 見つめて 思案に 暮 

れ ていました。 

米 友 はじつ と 腕組み をして 思案に 暮れて いる 時に、 



杖の 先に すげ て、 一匹 残らずと いう 手強い 決心 をした 

の を 見て取って、 急いで 木の 上 や、 堂の 上 や、 作 事 小 

屋の 上へ 飛び 上り、 そこから 眼 を 丸く し、 歯 を 剝き出 

して、 米 友 を 睨めて キヤ ツキ ャッと 叫んで います。 

満山の 猿 は、 米 友 一人 を 遠巻きに 押 取 囲んで しまい 

ました。 

米 友が 少しで も 隙 を 見せれば、 彼等 は 一度に ドッと 

押 包んで、 取って 食おうと いうよう な 形勢であります _ 

単身 を 以てすれば 猿に 劣らぬ 俊敏な 来 友 も、 こう 多 

数 を 相手に して は、 ドレ を 目 当に 懲らして いい か、 わ 

からない のであります。 それで 米 友 は 歯嚙み をし まし 



は、 と 言いました。 

「こんち は」 

米 友 もまた 妙な 面 をして、 この 男に 挨拶 を 返し まし 

た。 

「お前さん は、 この 峠 をお 通りな さるの は 初めてで ご 

ざん すべ え」 

と 間抜けた 男が 二 コ 二 コし ながら、 米 友に こう 言い ま 

した。 

「ああ、 初めて だよ」 

「だからお 前さん、 猿に おどかされ なすった の だ」 

「ほんに 15 い 畜生よ」 



米 友の 余憤 は 容易に 去らない のであります。 

「何 か 猿が^ 戯を しました かね」 

おい ごま むすび 

「俺ら が ここに 置いた、 胡麻の ついた 握飯 を 盗んで 行 

き やが つた」 

「それ を お前さんが 調戯 いなす つたんで ございましよ 

おどか 

う。 だから 猿が ああして、 仲間 を つれて 来て 嚇 すん 

でございますよ」 

「人 をば かにして やが る」 

「ナ— 二、 猿 だって そんなに 悪い 者 じゃあり ましね え 

よ」 

この 男 は、 なにげなき 体で ニコニコ している ことが 



じめ ました。 垣根 を 越える 時には、 留守の 当番に 当つ 

た 者が、 垣根の 下に 立つ のであります。 外へ 迷い 出す 

者 は、 その 留守の 当番に 当った 者の 肩 を 踏 台に して、 

垣根 を 乗り越える ことにな つてい るので あります。 も 

しその 踏 台の 背が低い 時には、 肩で なく 頭へ 足 を 載せ 

て 乗り越える のであります。 今宵 また その 通りに して 

五 人の 若い 雲水が 垣根 を 乗り越えました。 踏 台に なつ 

た 雲水 は、 明晚は 自分の 当番 だとい うこと を 楽しみに 

して 帰り、 その 五 人の 者の 寝床 を、 さも 本物で あるよ 

こしら ふとん 

うに 掊 えてお きました。 そうして 自分 は 蒲団の 中に 

潜り込んで 休みながら、 こんな こと を 考えて いました _ 



時、 ォ ホンと いう 咳が 聞え ました。 この 咳 は 確かに 慢 

心 和尚の 咳で ありました。 それ を 聞いた 若い 雲水 は 

ほく そ- ス 

ハツと して、 ひとり 言の 気焰 と北叟 笑みと が 消えて し 

まいました。 和尚 来れば 和尚 …… と 言って 力んで はい 

たけれ ど、 その 咳の 声 だけで 縮み 上った ところ を 見る 

と、 美人が 来れば やっぱり 魂 を 抜かれて しまう であり 

ましょう。 そこで この 雲水 は 気焰と 独り 笑いと を やめ 

て、 蒲団 を 頭から 被って いるう ちに、 昼の 疲れで グッ 

スリと 寝込んで しまいます。 

寝込んで しまって はいけ ない のです。 実は 迷い 出し 

た 五 人の 亡者が 戻る まで 眠らない でいて、 戻った 合図 



その 孫で あると。 ともかくも その 当時に おいて 屈指の 

大名であった 赤松 家の 息女が、 尼と なること を 志した 

の は、 よくよくの 事情が あった ことで あろうが、 その 

事情 もよ くわ かりません。 

この 寺へ 訪ねて 来て、 抜 隊禅師 に 出家の 願い を 申し 

出で たと ころが、 その 願い を 聞いた 禅師 は、 「出家 は大 

丈夫の こと、 女なん ぞは 思い も 寄らぬ」 と 言いました _ 

けれども この 姫の 決心 は 強い もので ありました。 そ 

かお やき ごて 

こで 花の ように 美しい 面へ、 無惨に も 我れ と 焼 鏝を当 

てて 焼いて しまいました。 その 強い 決心に めでて 禅師 

も、 ついに 姫の 尼と なる 望み を 許した という ことで あ 



ります。 その 赤松の 息女の 歌と して 伝えられ るのに、 

おもて 

面 をば 恨みて ぞ 焼く しほの 山 

あまの 煙と 人 はいふらん 

その 赤松の 姫君が この 尼寺の 開基と いう ことで あり 

ます。 それ は 南北 時代の ことで あるから、 かな リ 時が 

経って います。 

今の 庵主 は 五十 許の 品の よい 老女で、 この 老女が 

この頃に な つ て 何 か 胸に 思い余る ことがありげ に、 し 

よそめ 

きりに 心 を 苦しめて いるの が、 そう 思 つ て 見れば 他 目 

にも 見えます。 

老！ I 匕の 住んで いる 菴は、 昔から 伝えられた 名 を そ 



という ことです。 なお その 人と いうの は 何者で あるか 

を 兵馬に 尋ねられない 先に、 和尚が 語って 聞かせる と 

マ J ろに よると、 

「向 岳 寺の 燈外 庵へ このごろ 泊った 若い 婦人が ある、 

燈外 庵の 庵主 は、 その 若い 婦人 を 預かる に は 預かった 

けれども 始末に 困つ ている —— 尼寺と いうと ころ は、 

罪 を 犯した 女で も、 一旦 そこへ 身を投じた 以上 は 誰も 

指 を さす こと はで きないの だが、 その 尼寺で もてあま 

している 女と いうの は …… 実は、 お前さん だから 話す 

みおも 

が 身重に なって いる —— 」 

という ことであります。 和尚 は 真面目で ありました。 



「よろしう ございます、 たしかに お引受け 致します」 

「有難い。 では、 夜分に なって、 八幡まで はそんな に 

遠く もない ところ だから、 宵の口に 行つ て 戻る がよ い。 

、 .P 

しかし、 聞く ところに よると その 女 は なかなか 曰くつ 

ベ っぴん 

きの 女で、 おまけに 別嬪さん だそう だから、 甲府 あた 

リ から 狼が 二三 匹つ いている という こと だから、 その 

辺 はお 前さん もよ く 気をつけ てな」 

と 念 を 押しました。 

そうぎょ う 

兵馬が 委細 を 承って、 やはり 例の 僧形 で、 恵 林 寺 か 

ら向岳 寺へ 向って 行った の は、 その 曰の 宵の口で あり 

ま ^9 



影の ある こと を 認めました。 

駕籠 屋を 励まして 長蛇の ような 亀甲 橋 を 渡り 切ろう 

とすると、 左 は 高い 岩で、 右 は 松原から 差 出の 磯の 河 

原に つづく のであります。 月 は 中空に 円く 澄んで いま 

ひと つ 

した。 向う から 歩いて 来る の は 僅かに 一 個 だけの 人影 

であります。 

「少々 …… 物 をお 尋ね 申したい が」 

力 -7 は 力ま 

笠 を 深く 被って 両刀 を 差して、 袴 を 着けて 足 を 固 

さむら いてい 

めた まだ 若い 侍 体の 人、 おそらく 兵馬より 若かろう 

と 思われる ほどの 形で も あり、 姿で も あり、 また その 

声 は、 女 かと 思われる ほどに 優しい 響き を 持って おり 



なんとなく 覚えの あるよう な 声 だと 耳に 留ま つ たけれ 

ど、 自分 は 近頃、 あの 年ば えの 友達 を 持った 覚えが あ 

りません。 

「雲水 様」 

駕籠 屋が 兵馬 を 呼びかけました。 

「何 だ」 

「今の あの 旅の 若い お 侍 は、 あり や 何 だとお 思いな さ 

る」 

「何でもなかろう、 やはり 旅の 若い 侍」 

「ところが 違います ね」 

「何が 違う - 



「何が 違う と 言った つ て 雲水 様、 こち とら は 商売柄で 

ござんす から、 その 足 どり を 一 目 見れば 見当が つくん 

でございます」 

「うむ、 何と 見当 をつ けた」 

「左様で ござんす ねえ、 あり や 女で ござんす ぜ、 雲水 

様」 

「女 だ？」 

「左様で ございま すよ、 男の 姿 をして いる けれども、 

あの 足つ き はあり や 男 じゃあ ございません、 たしかに 

女が 男の 姿 をして 逃げ出し たもので ございま すねえ」 

「なるほど I 



ま ^9 

兵馬 は、 やはり それら を 相手に する ことに、 さして 

苦しみはありませんでした。 片手に 打 振る 金剛杖で 思 

うま まに 彼等 を 打ち倒し、 突き倒す こと は 寧ろ 面白い 

ほどで ありました。 

けれども、 本文 通り …… 敵 は 大勢であって、 これ を 

いつまでも 相手に 争うて いる こと は、 兵馬の 本意で は 

ありません。 兵馬 は 彼等 を 相手に している うちに、 駕 

籠 だけ は 前 へ 進ませよう とします。 

悪者 ども は、 兵馬より は 駕籠 をめ ざして いるものと 

見えました。 駕籠 を 守る 兵馬 は 一 人、 それ を やら じと 



する 悪者 は、 松林の 中から 続々 と 湧いて 来る ようで あ 

リま， ^9 

しかし、 多勢 もまた 兵馬の 敵で はなく、 その 神変 不 

思議な 一 本の 金剛杖で 支えられて、 近寄る ことができ 

さわ 

ないで、 離れて しきりに 噪 いでいました。 

兵馬 とても、 彼等 を 近寄らせな いこと はなん の 雑作 

もない けれども、 さりと て、 遠巻きの ようにな つてい 

ると ころ を、 どこへ どう 斬り 抜けて よいの だか、 その 

見当 はついて いないので あります。 駕籠 屋は 駕籠 を 担 

いだ ままで、 ゥ ロウ 口す るば かり、 逃げ出す 勇気 も あ 

りません。 



やせぼう ず 

「やい、 しっかり やれ、 敵 はたった 一人の 痩 坊主 だ」 

^ る 

親方ら しいの が、 棒 を 揮って 飛び出す と、 それに 励 

まされて 丸くな つた 五六 人が、 兵馬 を目蒐 けて 突貫し 

て 来ました。 

兵馬 はよ く 見澄まして 例の 金剛杖で、 バタ バタと 左 

右へ 打ち倒す 時に、 不意に 松葉の 中から 風 を 切って 一 

筋の 矢が、 兵馬へ 向いて 飛んで 来ました。 

危ない こと。 しかし 兵馬の 金剛杖 は、 その 思いが け 

ない 一筋の 矢 を、 一髪の 間に 打ち落す ことができ まし 

た。 

「この 坊主 は 拙者が 引受ける から、 早く 駕籠 を片づ け 



とがで きます。 それ はい ま 奪って 行った 駕籠 を 真中に 

して、 それ を 奪って 行った 悪者 どもが、 入り乱れて 組 

み 合って いるので ありました。 しかも この 悪者 どもが 

相手に している の は、 たった 一人の 人間に 過ぎない よ 

うであります。 一人の 人間 を 相手に して、 寄って 集つ 

て 組ん ず ほぐれつ している らしい が、 その 一人の 人間 

が 非常に 豪傑で あるら しい。 

その 一 人の 豪傑 は、 遠目で 見たところ では なんらの 

武器 を 持って いないら しい。 徒手空拳で、 つまり 拳 

なぐ 

を 振り 廻して、 片っぱ しから 悪者 ども を撲リ 散らして 

いるものら しいので す。 兵馬 は 天の 助けと 喜びました _ 



けれども この 和尚が、 この 駕籠に 乗って いる 女 を 沈 

めに かける 目的で ない という こと は、 川の 方向 は疾ぅ 

に 通り越して しまって、 それと は 違った 勝 沼の 町の 方 

へ、 サッサ と 歩いて 行く ことで わかります。 

あき 

兵馬 は、 いよいよ 呆れ返って しまいました。 その 大 

ン. 0- あ "やち 

力と 洒落 洒落と したと ころ は、 どう 見ても 人間界の 

しろもの 

代物と は 思われない のであります。 呆れ返りながら 兵 

馬 は、 金剛杖 を 突き 鳴らして 和尚の あと をつ いて 行く 

うちに、 ふと 思い当った ことがありました。 

ああ、 この 和尚 こそ、 まさに その 人で はない かと 思 

いました。 その 人に 違いない と 思いました。 



ついに， J の 傍若無人な 坊主 を 突き倒す 隙 を 見出す ， J と 

がで きませんでした。 半時ば かりの 間、 瞬き もせずに 

睨んで いたが、 やがてい かなる 隙 を 見出し けん、 巌も 

通れと 突き出す 槍先、 和尚の 胸板 を 微塵に 砕いた と 思 

いき や、 和尚が 軽く 身 を 開いて、 両の手に 持った 椀 を 

ひるまき 

合せて 槍の 蛭 巻 を グッと 挟んで しまいました。 仕損じ 

たと 近 藤が その 槍 を 外そうと した けれど 遅かった。 突 

いても、 引いても、 押しても、 捻っても、 動かば こそ 

汗 は 滝の ように 流れ出した。 槍 を 挟まれた 近 藤 は、 空 

しく 金剛力 を 絞り 尽す こと また 半時 あまり、 その 時に 

拳骨 和尚が 大喝 一 声と もろともに 椀 を 放す と、 さし も 



やつ をお やん なすったら よかろう」 

こう 言いました から、 兵馬 は、 やっぱり 呆気に 取ら 

れ ている と、 

「さあ、 そういう ことにして、 これから 富 永屋を 叩き 

起そう、 宿屋が 商売 だから、 いつなんどき でも 叩き起 

して、 いやな 面 をす る はず はない、 ことに 恵 林 寺の 慢 

心が 来たと いえば、 庄 右衛門 は 喜んで 出迎える」 

とにかく、 こうして 駕籠 は 勝 沼の 町の 富永屋 庄右衛 

門と いう 宿屋の 前へ 来て、 再び 土の 上へ 置かれました _ 

慢心 和尚 は その 宿屋の 前へ 立って、 拳 を 上げて トン 

トンと 戸 を 叩きました けれど 起きませんでした。 大抵 



病人の ようで、 兵馬 は その 看護 をして いるもの のよう 

にして、 旅の 用意 を 調えつつ、 その 日 一日 を 暮らし ま 

した。 

ちょうど この 時に、 この 富永屋 という 宿屋に、 一 人 

としま と-つり ゆう 

の 年増の 女が 逗留して いました。 

この間、 絹 商人 だとい う 亭主ら しい 人と 一 緒に 来て、 

その 亭主ら しい 人 は どこかへ 出て 行って、 まだ 帰って 

来ない 間 を、 その 年増の 女が たった 一人で 幾日も 待つ 

ている のであります。 

けれども、 その 亭主ら しいの が 幾日も 帰って は 来な 

いうちに、 帳場へ 懇意に なり、 主人の 庄 右衛門と も 心 



と 言って、 お 千代と いう 女中に 尋ねました。 

「はい、 今朝 は 早くと おっしゃって おいでで ございま 

したが、 お 足が 痛い からと おっしゃって、 もう 一日お 

泊り なさる そうで > j ざ います」 

みあし 

「そり やそうでしょう、 あのお 御 足で は …… あま リ旅 

にお 慣れな さらない お 方の ようです ね」 

ひと 

「ほんと に 女の ような お 若い、 お 美しい お 侍で いらつ 

しゃる のに、 お 足 を、 あんなに お痛めな すって は、 お 

かわい そうで， 1 ざ います」 

「お見舞に 上って みましょう」 

お 角 はこう 言って、 その 足 を 痛めた 美しい 侍の、 三 



「それ を どうぞして、 抜けて 通る 路は あるまい か」 

「あの、 お 関所の 前 をお 通りな されずに？」 

そこ つ せんばん 

「粗忽 千万の ことながら、 その 手形と いう もの を 途中 

で 失うて 困難の 身の上、 何と 御内 儀、 よい 知恵 は ござ 

るまい か」 

美少年 は 一 生 懸命で これ だけの こと を 言いました。 

よほどの 勇気 を もつ てこの 宿の 主婦と 見た お 角に この 

こと を 打明けて、 相談 をして みる 気になつ たもので あ 

り ま ^u/ 

しかし、 これ だけの 相談と して 見れば、 それだけの 

相談 だけれ ど、 表向きに 言えば、 お 関所破りの 相談で 



あります。 どうした らお 関所破りが できる か 教えて く 

れ というよ うな ものであります。 お 角 はこの 少年の 面 

とく 

を 篤と 見ない わけに は ゆきませんでした。 

「それ は それ はお 困りの ことで ござりましょう、 ほか 

のこと と 違いまして」 

お 角 も、 さすがに 即答が なリ 兼ねる らしく あります _ 

少年 はき まりが 悪い のか、 窮 したせ いか、 下 を 向いて 

いると、 

「お 関所の 抜け 路を お通りな さる こと や …… また 殿方 

が 女の 風 をな さったり、 女のお 方が 殿方に こしらえた 

りして、 お 関所 をお 通りになる ことが 現われます ると 



旅装 を 取った がんりき は 火鉢の 前へ 坐りました。 お 

角 もまた 火鉢に よりかか リ ました。 それから、 ひそ ひ 

そ 話で、 時々 目 面で 笑ったり 睨めたり して、 かなり 永 

いこと 話が 続き ましたが、 

「それじゃ、 今夜 は 泊り込む としょう、 だが 明日の 朝 

は、 また 鳥 沢まで 行かな くち や あなら ねえの だ」 

「ほんとうに 落着かない 人 だ、 いくら 足が 自慢 だから 

と 言って、 そうして 飛び 廻って ばかりして いるの も 因 

果な 話」 

「どうも 仕方が ねえ や、 こうして せわしな く 出来て い 

る 身： K: だ」 



「あ、 そり やそうと お前さん 〔# 「お前さん」 は 底本で は 

「前さん 匕、 鳥 沢へ 行く のなら、 お客様 を 一 人、 案内し 

て 上げて くれない か、 まだお 若い お 侍 だけれ ど、 手形 

を 失く してし まって 困って おいでな さる 様子、 抜け道 

を 聞かしても らいたい とわたし に 頼む くらいだ から、 

ほんとうに 旅慣れない 初心な 女の ような 若い お 侍 だ 

よ」 

「なるほど、 そリゃ 案内して やっても 悪く はねえ が、 

こち とらと 違って、 あとで 出世の 妨げに なっても よく 

あるめえ からな、 それ を 承知で、 よくよくの 事情なら 

ずいぶん 抜け道 を 案内して やらね えもので もね え」 



中で、 ついつ い 道 を 取 違えて 山の 中へ 入って しまい ま 

した、 そこで どうして 本道へ 出た もの かと 迷って いる 

きこり 

うちに、 山の 中から 樵 夫が 出て 参りました、 その 樵 夫 

に 尋ねて ようやく 本道 へ 出て 参る ことができ ましたけ 

れど、 その 時 は 知らず知らずお 関所 を 通り越し ており 

ました、 済まない ことと は 思いました けれど、 また 先 

を 急ぐ 旅で ございま すから 立 戻る と いう わけに もい か 

ず、 ついつ いその まま 通り過ぎて しまいました、 こう 

い つ て 言い抜け をす るんで) J ざいます ね。 そうすると 

その ほう 

しからば 其方に 道 を 教えた 樵 夫と いうの は 何 村の 何の 

誰 じ やとお 尋ねが ある、 その 時 は、 いや それ を 聞こう 



下 つ ている ところ もあります。 

やがて、 もう 峠の 頂上へ も 近づこう とする 時分に、 

「こいつ はいけ ねえ」 

とがん りきが 言 いました。 

いま 峠の 上から、 一 隊の 人が 下りて くるら しく あり 

ます。 この 一隊の 人と いうの は、 尋常の 人で はなく 何 

か 役目 を 帯びた 人ら しくあります。 がんりき は それ を 

振 仰いで、 

「あれ は 八州 様の 組 だ、 うつか リ こうして はいられ ま 

せん、 少しば かり 姿 を 忍ばせましょう」 

わきみち 

こう 言つ て 坊主 沢 を 左に 切れて、 傍 道へ 入りました _ 



少年 もまた、 同じよう にしない わけに は ゆきません。 

なるほど、 それ は 八州の 役人ら しい。 幸いに して こ 

みとが 

の 役人た ち は、 いま 横へ 切れた 二人の 姿 を 見咎め もし 

ませんで、 やはり 雨の 中 を粛々 として 甲 州の 方へ 向け 

て 下りて 行く の は、 何か大 捕物で も あるら しき 気配で 

あります。 

「どうも 危 ねえ」 

がんりき は その 横道 を 先に 立って 行きました。 これ 

は 多分、 天目山の 方へ 行かるべき 路 であろうと 思われ 

ま ^9 

とり かた 

八州の 捕 方 を 避けて 横道に つれ 込まれた 少年 は、 こ 



越せね え 峠 じ や あご ざ いません や、 八州のお 方が 立 

戻って でも 来よう ものなら、 今度 はちよ つと 抜け道が 

ねえので ございます、 もう 少し 休んで いら つ しゃ いま 

し」 

と 言いながら、 がんりき は 少年の 手首 をと リ ました。 

「あれ —— 」 

少年 は 思わず - J う 言 つ て 叫び を 立てました。 

「そんなに 吃驚な さる こと は ござんすまい、 お 武家 様、 

あなた は 男の 姿 をして おいでな さる けれど、 実は 女で 

ございましよう」 

「左様な もので はない」 



の 身の上に ついて 知りたい、 また 例の 与 八と いう 男の 

許 を も 尋ねて みようかと いうよう な 心 持で ありました- 

その 翌日、 早朝に 宿 を 出立す ると、 どうでしょう、 

阿弥陀 街道の 外れへ 来た 時分に、 もう そこに、 旅の 装 

い をして、 がんりきが ちゃ あんと 待って いるで はあり 

ません か。 もっとも 今日は 雨が 降りません。 がんりき 

が 待って いたの は、 阿弥陀 街道 を 過ぎて、 笹子 川の 橋 

詰のと ころであります。 

お 松 も、 はじめは それと は 気がつきませんでした。 

近寄って 見た 時に、 それと 知って ギヨ ッ としました。 

「お早う ございます」 



道 づれを 断 わる わけに は ゆきません。 

「こ- J は 橋 詰と いうと ころで ござ います、 - ^ の 次がよ 

しケ久 保と 申しまして、 あすこに あるの が 虚空蔵 様で、 

どくじゃ さいど きょういし 

それと 違った こ つちの 方に 毒蛇 済度の 経 石 と いう も 

のが ございます、 それから 白の 原に 白 野、 天神 坂 を 通 つ 

> J うど 

て 立 川原へ 出て 橋 を 渡る と 神 戸、 それから 中 初 狩に 下 

初 狩、 上 花咲に 下 花咲、 大月橋 を 渡って 大月」 

こんな こと を 言って、 がんりき は 細かな 道案内 をし 

のんき 

ながら 歩いて 行きます。 暢気 に 歩いて 行く よう だけれ 

ども、 絶えず 往来と 前後と に 気 を 配って いる こと は、 

お 松が 見ても よく わかります。 ことに 前後から 来る 人 



それから、 お 松 はまた 一人で 歩いて 行きました。 こ 

ごま はえ 

の 男 は、 確かに 道中の 胡麻の 蠅 という もの だろうと 思 

まと 

いました。 飛んでも ない ものに 附き 纏われて しまった 

と、 泣きたい にも 泣けない 心 持で、 心細い 旅 を 歩き ま 

笹 子の 山中で、 右の 男 は 道す がら、 自分 はこう 見え 

て も 女に 餓えて いるよう な 男で ないから、 一人旅 をな 

さるお 前 様 を、 取って 喰おう の 煮て 喰おう のとい う 

リ よう. 

了見 は ございま せんと 言 つ た 言葉 を 思い起しました。 

事実、 あの 男が 自分 を 女と 知った 上で、 無礼 を 加える 

つもりな らば、 今までに その 機会 もあった ろう。 殊に 



「はい」 

「いかがで ございましよ う、 ど のみち 帰りで) J ざい ま 

すから、 お 馬に お乗りな すって おくん なさい ますまい 

力」 

と言われて、 お 松 は 馬子の 面 を チラと 見ました。 人の 

悪 い 馬方 や 雲助の 多 いこと では、 郡 内 は 名う てのと こ 

ろであります。 ですから、 なるべく 今まで 馬 も 駕籠 も 

傭わない ことにして いました。 がんりきが ついていた 

から、 それでも 今まで 通って 来た けれど、 これから さ 

き 一 人で 歩こう ものなら、 どんな うるさい 勧め 方 を さ 

れる かわから ないし、 万一、 自分が 女と 知られた 上 は、 



さてこう してみ ると、 がんりきの ことが 思い出され 

ます。 あの 馬子の 面 を 見て 逃げた 狼狽 さもお かしい け 

れど、 それつ きりで 出て 来ない という 男で はない はず 

であります。 馬子 を 帰して しまって これからの 道 も 心 

細い が、 また あの 男に 出て 来られる こと も 気味が 悪い。 

お 松が その 両方 を 考えて いると ころへ、 

「お客様、 まことに 恐れ入り まする、 八州 様の 御用が 

参りました」 

「八州 様の 御用と は？」 

「この 辺 を お 見廻り の お 手先 で > J ざ います」 

「役人に 調べ られ るよう な 筋 はない が」 



ほか さま 

たもので ございま すから、 外様と 違いまして、 お 断 わ 

リ 申す こと はで きないので 困つ ており まする …… 」 

「そんなら ぜひ もない、 会いましょう、 これへ お通し 

下されたい」 

とお 松 は 言って 番頭 を 帰しました。 

けれども これ は 安から ぬ 思いであります。 この 際に 

役人から 取調べ を 受ける という こと は 一 大事で ありま 

す。 しかしこう なって みて は 逃れる ことができません _ 

断 わる こと もで きません。 断 われば 職権 を 以て 踏み込 

むに 相違ない、 逃 るれば 手分け をして 引 捕える に 相違 

ない、 会って みるより ほか はどうに も 仕方がな いので 



き 由 もない ので あるから、 お 松の ような 不安な 心で な 

しに、 たちどころに その 役人 を 迎えました。 

役人 は、 またお 松に したよう に、 そのい ずれより 来 

りい ずれへ 行く や を 尋ねました。 また 兵馬に 向って 身 

分と 姓名と を 尋ねました。 その 時、 兵馬 は 答えました _ 

「甲府 勤番 支配 駒 井能 登 守の 家中、 和田静 馬と 申す 者」 

「ナ 二、 貴殿が 和 田静馬 殿と 申される？」 

役人 は 眼 を 丸く しました。 その上に 念 を 押して、 

「 お 間違 いで は ござる まいな、 しかと 貴殿が 和 田静馬 

殿 か」 

「御念に は 及び 申さぬ、 元、 駒 井能 登 守の 家中に て 和 



れ ないで いると、 

「何 を 考えて おいでな さるんで ございます。 実はこう 

いう わけなんで ございます、 あなた 様が、 この 宿屋へ 

駒 井能 登 守 様の 御 家来 だとい つてお 泊り なさって いる 

と、 丁度 本陣の 方へ、 その 本物の 能 登 守 様の 御 家来が、 

ちゃ あんと 着いて おいでな さるんだ、 役人から、 あな 

た 様のお 話 を 聞いて、 能 登 守の 家中に 左様な 者が ある 

と は 訝しい とあって、 今 こちらへ 調べに おいでな さる 

ところなん でございます、 それにつ かま つ て 御覧 じろ、 

の つ ぴき 

退 引が なりません、 それ を 聞き込ん だから、 わたし は 

こうして 抜けが け をして 卸 注進に 上 つたわけ なんで) J 



え をして いると、 その 者 はすぐ に 近寄って は 来ないで、 

うずくま ひ 

そこへ 蹲 つて、 力 チカ チと燧 を 切り はじめました。 

そして その 火 を 小田原提灯に うつして いる ことが よく 

わかる のであります。 

提灯 をつ けられて はた まらない、 もう 絶体絶命と 

、^る 

思って、 お 松 は その 提灯の 光を慄 えながら 見て いると、 

意外に も その 提灯の 光に うつる 人の 面 は 見た ような と 

思う も 道理、 それ は 今日、 猿 橋の 宿から、 この 上野 原 

まで 自分 をのせ て 来た 馬子で ありました。 この 馬子 を 

見た 最初に がんりき は 逃げ出して しまいました。 この 

次に 逢った 時 は 取つ て 押えて やる と 言つ ていました。 
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